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（報告様式４）                                   

【16km0305001h0004】 

平成２９年５月３１日 

 

 

平 成 2 8 年 度  委 託 研 究 開 発 成 果 報 告 書 

 

 

I. 基本情報 

事  業  名 ： （日本語）オーダーメイド医療の実現プログラム 

      （英 語）Tailor-Made Medical Treatment with the BioBank Japan Project (BBJ) 
 

研究開発 課題名 
（日本語） バイオバンクの構築と臨床情報データベース化 
（英 語） Establishment of a Biobank and Creation of a Database of Clinical 

Information 

研究開発担当者

所属 役職 氏名 

（日本語） 国立大学法人東京大学 医科学研究所  
教授 村上 善則 

（英 語） Yoshinori MURAKAMI,Professor,The Institute of Medical Science, The 
University of Tokyo 

実 施 期 間  平成 28 年 4 月 1 日 ～ 平成 29 年 3 月 31 日 

 

分担研究開発 
課題名 

（日本語） DNA サンプル及び臨床情報の収集 
（英 語） Collection of DNA Samples and Clinical Information 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 学校法人岩手医科大学 学長 祖父江 憲治 
（英 語） Kenji Sobue, President, Iwate Medical University Educational Foundation 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪府立成人病センター 総長 松浦 成昭 
（英 語） Matsuura Nariaki, President, Osaka Medical Center for Cancer and 

Cardiovascular Diseases 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 公益財団法人がん研究会有明病院 消化器センター 医長 長山 聡 
（英 語） Satoshi Nagayama, Chief Surgeon, Dept. Gastroenterological Surgery, 

Cancer Institute Hospital, JFCR 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 学校法人順天堂 順天堂大学 医学部附属順天堂医院  

オーダーメイド医療プロジェクト室 室長 代田 浩之 
（英 語） Hiroyuki Daida, Dean, Faculty of Medicine Juntendo University 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター 理事長 井藤 英喜 
（英 語） Hideki Ito,CEO, Tokyo Metropolitan Geriatric Hospital and Institute of 

Gerontology 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 医療法人徳洲会 理事長 鈴木 隆夫 
（英 語） Takao Suzuki, Chairman, Tokushukai Medical Corporation 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 学校法人日本医科大学大学院医学研究科生体機能制御学分野  

大学院教授 南 史朗 
（英 語） Shiro Minami, Professor, Department of Bioregulation, Graduate School of 

Medicine, Nippon Medical School 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 日本大学医学部 臨床試験研究センター 教授 浅井 聡 
（英 語） Satoshi Asai, Professor, Clinical Trials Research Center, Nihon University 

School of Medicine 
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研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 滋賀医科大学 医学部附属病院 病院長 松末 吉隆 
（英 語） Yoshitaka Matsusue, Director,Shiga University of Medical Science Hospital 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 独立行政法人国立病院機構大阪医療センター 院長 是恒 之宏 
（英 語） Yukihiro Koretsune, Director General, National Hospital Organization 

Osaka National Hospital 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 公益財団法人結核予防会複十字病院 がん診療支援センター  

センター長 吉森 浩三 
（英 語） Kozo YOSHIMORI, Director, Cancer Treatment Center, Fukujuji Hospital, 

Japan Anti-Tuberculosis Association (JATA) 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 株式会社麻生 飯塚病院 治験推進本部 本部長 山田 明 
（英 語） Akira Yamada, General Manager, Clinical Trial Head Office, Iizuka 

Hospital 

 

分担研究開発 
課題名 

（日本語） 匿名化システム・臨床情報入力システムの運用 
（英 語） Operation of the systems for anonymization and clinical information input 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 学校法人岩手医科大学 学長 祖父江 憲治 
（英 語） Kenji Sobue, President, Iwate Medical University Educational Foundation 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪府立成人病センター 総長 松浦 成昭 
（英 語） Matsuura Nariaki, President, Osaka Medical Center for Cancer and 

Cardiovascular Diseases 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 公益財団法人がん研究会有明病院 消化器センター 医長 長山 聡 
（英 語） Satoshi Nagayama, Chief Surgeon, Dept. Gastroenterological Surgery, 

Cancer Institute Hospital, JFCR 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 学校法人順天堂 順天堂大学 医学部附属順天堂医院  

オーダーメイド医療プロジェクト室 室長 代田 浩之 
（英 語） Hiroyuki Daida, Dean, Faculty of Medicine Juntendo University 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター 理事長 井藤 英喜 
（英 語） Hideki Ito,CEO, Tokyo Metropolitan Geriatric Hospital and Institute of 

Gerontology 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 医療法人徳洲会 理事長 鈴木 隆夫 
（英 語） Takao Suzuki, Chairman, Tokushukai Medical Corporation 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 学校法人日本医科大学大学院医学研究科生体機能制御学分野  

大学院教授 南 史朗 
（英 語） Shiro Minami, Professor, Department of Bioregulation, Graduate School of 

Medicine, Nippon Medical School 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 日本大学医学部 臨床試験研究センター 教授 浅井 聡 
（英 語） Satoshi Asai, Professor, Clinical Trials Research Center, Nihon University 

School of Medicine 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 滋賀医科大学 医学部附属病院 病院長 松末 吉隆 
（英 語） Yoshitaka Matsusue, Director,Shiga University of Medical Science Hospital 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 独立行政法人国立病院機構大阪医療センター 院長 是恒 之宏 
（英 語） Yukihiro Koretsune, Director General, National Hospital Organization 

Osaka National Hospital 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 公益財団法人結核予防会複十字病院 がん診療支援センター  

センター長 吉森 浩三 
（英 語） Kozo YOSHIMORI, Director, Cancer Treatment Center, Fukujuji Hospital, 

Japan Anti-Tuberculosis Association (JATA) 
研究開発分担者 （日本語） 株式会社麻生 飯塚病院 治験推進本部 本部長 山田 明 
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所属 役職 氏名 （英 語） Akira Yamada, General Manager, Clinical Trial Head Office, Iizuka 
Hospital 

 

分担研究開発 
課題名 

（日本語） メディカルコーディネーター育成の支援 
（英 語）  Support of training for medical coordinators 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 国立大学法人東京大学医科学研究所 公共政策研究分野 教授 武藤 香織 
（英 語） Kaori Muto,Professor, The Institute of Medical Science, The University of 

Tokyo 

 

分担研究開発 
課題名 

（日本語） メディカルコーディネーターの配置・育成 
（英 語） Allocation and training of medical coordinators 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 学校法人岩手医科大学 学長 祖父江 憲治 
（英 語） Kenji Sobue, President, Iwate Medical University Educational Foundation 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪府立成人病センター 総長 松浦 成昭 
（英 語） Matsuura Nariaki, President, Osaka Medical Center for Cancer and 

Cardiovascular Diseases 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 公益財団法人がん研究会有明病院 消化器センター 医長 長山 聡 
（英 語） Satoshi Nagayama, Chief Surgeon, Dept. Gastroenterological Surgery, 

Cancer Institute Hospital, JFCR 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 学校法人順天堂 順天堂大学 医学部附属順天堂医院  

オーダーメイド医療プロジェクト室 室長 代田 浩之 
（英 語） Hiroyuki Daida, Dean, Faculty of Medicine Juntendo University 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター 理事長 井藤 英喜 
（英 語） Hideki Ito,CEO, Tokyo Metropolitan Geriatric Hospital and Institute of 

Gerontology 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 医療法人徳洲会 理事長 鈴木 隆夫 
（英 語） Takao Suzuki, Chairman, Tokushukai Medical Corporation 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 学校法人日本医科大学大学院医学研究科生体機能制御学分野  

大学院教授 南 史朗 
（英 語） Shiro Minami, Professor, Department of Bioregulation, Graduate School of 

Medicine, Nippon Medical School 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 日本大学医学部 臨床試験研究センター 教授 浅井 聡 
（英 語） Satoshi Asai, Professor, Clinical Trials Research Center, Nihon University 

School of Medicine 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 滋賀医科大学 医学部附属病院 病院長 松末 吉隆 
（英 語） Yoshitaka Matsusue, Director,Shiga University of Medical Science Hospital 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 独立行政法人国立病院機構大阪医療センター 院長 是恒 之宏 
（英 語） Yukihiro Koretsune, Director General, National Hospital Organization 

Osaka National Hospital 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 公益財団法人結核予防会複十字病院 がん診療支援センター  

センター長 吉森 浩三 
（英 語） Kozo YOSHIMORI, Director, Cancer Treatment Center, Fukujuji Hospital, 

Japan Anti-Tuberculosis Association (JATA) 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 株式会社麻生 飯塚病院 治験推進本部 本部長 山田 明 
（英 語） Akira Yamada, General Manager, Clinical Trial Head Office, Iizuka 

Hospital 

 

分担研究開発 （日本語） 研究倫理支援と調査研究の実施 
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課題名 （英 語） Support concerning research ethics issues and conduct of survey and 
research 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 国立大学法人東京大学医科学研究所 公共政策研究分野 教授 武藤 香織 
（英 語） Kaori Muto,Professor, The Institute of Medical Science, The University of 

Tokyo 

 

分担研究開発 
課題名 

（日本語） 倫理的法的社会的課題（ELSI）検討委員会の設置 
（英 語） Establishment of the Ethical, Legal and Social Issues (ELSI) Review 

Committee 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 国立大学法人東京大学医科学研究所 公共政策研究分野 教授 武藤 香織 
（英 語） Kaori Muto,Professor, The Institute of Medical Science, The University of 

Tokyo 

 

分担研究開発 
課題名 

（日本語） 臨床情報データ解析の実施 
（英 語） Data analysis of clinical information 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 国立大学法人東京大学大学院新領域創成科学研究科 メディカル情報生命専攻

クリニカルシークエンス分野 教授 松田 浩一 
（英 語） Koichi Matsuda, Professor, Laboratory of Clinical Genome Sequencing, 

Department of Computational biology and medical Sciences, Graduate 
school of Frontier Sciences, The University of Tokyo 

 

分担研究開発 
課題名 

（日本語） ゲノム解析基盤の管理、運営 
（英 語） Management and operation of genomic analysis platforms 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 国立大学法人東京大学医科学研究所 ゲノム医科学分野 教授 柴田 龍弘 
（英 語） Tatsuhiro Shibata,Professor, Laboratory of Molecular Medicine Human 

Genome Center, The Institute of Medical Science, The University of Tokyo 

 

 

 

 

分担研究開発 
課題名 

（日本語） 生体試料の収集 
（英 語） Collection of biological samples 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 国立研究開発法人 国立がん研究センター中央病院 臨床研究支援部門  

データ管理部部長 福田 治彦 
（英 語） Haruhiko FUKUDA, Chief, Data Management Division, Clinical Research 

Support Office, National Cancer Center Hospital 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 国立研究開発法人国立成育医療研究センター 部長 清河 信敬 
（英 語） Nobutaka Kiyokawa, Head, National Research Institute for Child Health 

and Development 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター 臨床研究センター  

センター長 堀部 敬三 
（英 語） Keizo Horibe, Director, Clinical Research Center, National Hospital 

Organization Nagoya Medical Center 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 独立行政法人国立病院機構 理事長 楠岡 英雄 
（英 語） Hideo Kusuoka, President, National Hospital Organization 

 

分担研究開発 （日本語） 連携事務機能の管理、運営 



5 
 

課題名 （英 語） Management and operation of cooperative administrative functions 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 国立研究開発法人 国立がん研究センター中央病院 臨床研究支援部門  

データ管理部部長 福田 治彦 
（英 語） Haruhiko FUKUDA, Chief, Data Management Division, Clinical Research 

Support Office, National Cancer Center Hospital 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 国立研究開発法人国立成育医療研究センター 部長 清河 信敬 
（英 語） Nobutaka Kiyokawa, Head, National Research Institute for Child Health 

and Development 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター 臨床研究センター  

センター長 堀部 敬三 
（英 語） Keizo Horibe, Director, Clinical Research Center, National Hospital 

Organization Nagoya Medical Center 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 独立行政法人国立病院機構 理事長 楠岡 英雄 
（英 語） Hideo Kusuoka, President, National Hospital Organization 

 

分担研究開発 
課題名 

（日本語） 病理標準化センターの管理、運営 
（英 語） Management and operation of the Genomic Pathology Standardization 

Center 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 国立大学法人東京大学医学部附属病院 病院長 齊藤 延人 
（英 語） Nobuhito Saito, Director, The University of Tokyo Hospital 

 

分担研究開発 
課題名 

（日本語） 生存調査の実施 
（英 語） Conduct of survival surveys 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 学校法人岩手医科大学 学長 祖父江 憲治 
（英 語） Kenji Sobue, President, Iwate Medical University Educational Foundation 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪府立成人病センター 総長 松浦 成昭 
（英 語） Matsuura Nariaki, President, Osaka Medical Center for Cancer and 

Cardiovascular Diseases 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 公益財団法人がん研究会有明病院 消化器センター 医長 長山 聡 
（英 語） Satoshi Nagayama, Chief Surgeon, Dept. Gastroenterological Surgery, 

Cancer Institute Hospital, JFCR 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 学校法人順天堂 順天堂大学 医学部附属順天堂医院  

オーダーメイド医療プロジェクト室 室長 代田 浩之 
（英 語） Hiroyuki Daida, Dean, Faculty of Medicine Juntendo University 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター 理事長 井藤 英喜 
（英 語） Hideki Ito,CEO, Tokyo Metropolitan Geriatric Hospital and Institute of 

Gerontology 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 医療法人徳洲会 理事長 鈴木 隆夫 
（英 語） Takao Suzuki, Chairman, Tokushukai Medical Corporation 

研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 学校法人日本医科大学大学院医学研究科生体機能制御学分野  

大学院教授 南 史朗 
（英 語） Shiro Minami, Professor, Department of Bioregulation, Graduate School of 

Medicine, Nippon Medical School 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 日本大学医学部 臨床試験研究センター 教授 浅井 聡 
（英 語） Satoshi Asai, Professor, Clinical Trials Research Center, Nihon University 

School of Medicine 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 滋賀医科大学 医学部附属病院 病院長 松末 吉隆 
（英 語） Yoshitaka Matsusue, Director,Shiga University of Medical Science Hospital 
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研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 独立行政法人国立病院機構大阪医療センター 院長 是恒 之宏 
（英 語） Yukihiro Koretsune, Director General, National Hospital Organization 

Osaka National Hospital 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 公益財団法人結核予防会複十字病院 がん診療支援センター  

センター長 吉森 浩三 
（英 語） Kozo YOSHIMORI, Director, Cancer Treatment Center, Fukujuji Hospital, 

Japan Anti-Tuberculosis Association (JATA) 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 株式会社麻生 飯塚病院 治験推進本部 本部長 山田 明 
（英 語） Akira Yamada, General Manager, Clinical Trial Head Office, Iizuka 

Hospital 

 

分担研究開発 
課題名 

（日本語） バイオバンクの生体試料の品質管理、運営体制の整備 
（英 語） Quality control of biological samples and improvement of the management 

system in biobank 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 学校法人 北里研究所 北里大学 理学部 准教授 小寺 義男 
（英 語） Yoshio Kodera, Associate Professor, Kitasato University School of Science, 

The Kitasato Institute 
研究開発分担者

所属 役職 氏名 
（日本語） 国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 プロテオームリサーチプロジ

ェクト プロジェクトリーダー 朝長 毅 
（英 語） Takeshi Tomonaga, Project Leader, Laboratory of Proteome Research 

Project, National Institutes of Biomedical Innovation, Health and Nutrition 

 

 

II. 成果の概要（総括研究報告） 

本プログラムでは患者の遺伝子多型を識別することによって、個々の患者に適した治療を個別に提供す

るオーダーメイド医療の実現化を目指し、これまでに約 42 万症例の DNA・血清サンプルを収集してバ

イオバンク・ジャパン（BBJ）を構築し、臨床情報のデータベース化を行ってきた。 
平成 28 年度は、12 医療機関【大阪国際がんセンター（旧：大阪府立成人病センター）、がん研究会、

順天堂大学、東京都健康長寿医療センター、徳洲会、日本医科大学、日本大学、岩手医科大学、滋賀医科

大学、複十字病院、大阪医療センター、飯塚病院】にて研究対象疾患（38 疾患）の罹患者から新規にイン

フォームド･コンセント（研究説明）を受け、1.6 万人分の DNA サンプル及び、4.9 万件の臨床情報を収

集し、データベース化を実施した。また、臨床情報収集の一環である来院調査の結果、過去 1 年以上非来

院となっている研究参加者 4.8 万人の予後を確認するため、住民票第三者交付請求を行う住民票調査を実

施した。 
東京大学医科学研究所にて試料（DNA80 万件・血清サンプル 197 万件）と臨床情報を保管・管理する

とともに、臨床情報のデータベースを構築し、これらを活用したバイオバンクの運営を行い、中核研究機

関である理化学研究所等の研究機関に提供した。 
多施設共同臨床試験グループ（日本臨床腫瘍研究グループ（JCOG）、日本小児がん研究グループ（JCCG）、

国立病院機構）との連携により臨床研究のゲノム付随研究を目的とした生体試料等の共同保管体制の基盤

整備を行い、DNA サンプル 9800 件・血漿サンプル 3200 件・組織サンプル 550 件の試料を収集し、保

管・管理するとともに、組織試料を用いた病理解析・ゲノム解析の技術的検討を実施した。 
東京大学医学部附属病院内に設置した病理標準化センターにおいて、組織検体取扱の改善・標準化法の

開発を行った。病理学会とともに医師等に対しゲノム研究等に資する質の高い病理組織検体の取扱いに関

する講習等、高度専門人材の育成を目的とした「病理組織検体取扱講習会」を開催した。講習会の追加開
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催と講義の Web コンテンツ化の推進、また、講習会の新規実技・実習の追加・拡充の強化を図った。 
北里大学と医薬基盤・健康・栄養研究所にて、バイオバンク試料の品質評価マーカー・国際標準化に関

わる研究を実施し、BBJ で保管・管理を行う生体試料の品質評価を行う体制を整備した。 
 

The objective of this program is to realize personalized medicine by providing each individual patient with 

treatment tailored to his/her specific needs by identifying genetic polymorphisms in patients. To achieve this objective, 

we have established BioBank Japan (BBJ), where DNA and serum samples that have so far been collected from about 

420,000 patients are stored, and have created a database of clinical information on them. 

In FY2016, after obtaining informed consent for this research (with an explanation of the research) from patients 

with target diseases (38 diseases), we collected DNA samples from 16,000 patients and clinical information on 49,000 

cases at the following 12 medical institutions: Osaka Medical Center for Cancer and Cardiovascular Diseases 

(formerly Osaka Prefectural Adult Disease Center), Japanese Foundation for Cancer Research, Juntendo University, 

Tokyo Metropolitan Geriatric Hospital and Institute of Gerontology, Nippon Medical School, Nihon University, Iwate 

Medical University, Shiga University of Medical Science, Fukujuji Hospital, Osaka National Hospital and Iizuka 

Hospital; and created a database based on them. As part of clinical information collection, we conducted a survey of 

outpatients, where we identified 48,000 participants in the research who had not visited a hospital at least in the past 

one year. To find out their prognosis, we conducted a survey on their certificate of residence involving a third-party 

application for issuing a copy of the certificate of residence. 

Samples (800,000 pieces of DNA and 1,970,000 serum samples) and clinical information were stored and controlled 

by the Institute of Medical Science of the University of Tokyo. We created a database of clinical information and 

operated the biobank using these samples and clinical information, which have been provided to RIKEN, the core 

research institution, and other research facilities. 

In cooperation with multicenter clinical trial groups (Japan Clinical Oncology Group (JCOG), Japan Children’s 

Cancer Group (JCCG), and National Hospital Organization), we established the foundation for a cooperative storage 

system for biological and other samples to help conduct additional genomic studies for clinical research. We then 

collected, stored and controlled 9,800 DNA samples, 3,200 serum samples, and 550 tissue samples. We also conducted 

a technical study with pathological analysis and genomic analysis using tissue samples. 

At the Genomic Pathology Standardization Center established in the University of Tokyo Hospital, we improved 

and standardized the method for handling tissue samples. In cooperation with the Japanese Society of Pathology, we 

held the “Workshop on Handling of Pathological Tissue Samples,” a workshop on how to handle high-quality 

pathological tissue samples for genomic research, mainly targeting doctors with the aim of developing highly 

specialized professionals. We later held an additional workshop and posted the contents of the workshop online, as 

well as added new practical skill programs to improve a series of the workshops. 

We performed research on markers for assessing the quality of biobank samples and their international standardization 

at Kitasato University and National Institutes of Biomedical Innovation, Health and Nutrition. We also established a 

system to assess the quality of biological samples stored and controlled by BBJ. 
 
 

III. 成果の外部への発表 

（１）学会誌・雑誌等における論文一覧（国内誌 0 件、国際誌 44 件） 
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8. Overview of the BioBank Japan Project: Study Design and Profiles、ポスター、Makoto Hirata, 
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10. 次世代 DNA シークエンスによるがんの個別化医療の可能性、松田 浩一、がん治療学会、2016/10/20 
11. 「コホート・生体試料支援プラットフォーム」事業内容の市民への紹介、村上 善則、文部科学省科
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15. バイオバンク・ジャパン（BBJ) を含むバンキング活動の紹介、村上 善則、バイオバンクセミナー
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る医療と家族のみらい～、2017/3/22 
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1. 企業 16 社（24 名）、文科省（3 名）、AMED（9 名）からの来訪に伴いバイオバンク見学を実施 

2016/4/13、国内. 
2. 東京大学医科学研究所の所属員（8 名）に対しバイオバンク見学を実施 2016/4/22、国内. 
3. マレーシア科学大学（1 名）、大阪大学（1 名）からの来訪に伴いバイオバンク見学を実施 2016/5/27、

海外. 
4. オーダーメイド医療の実現プログラムの IC 実習参加者 8 名に対しバイオバンク見学を実施 

2016/6/7、国内. 
5. 名古屋市立萩山中学校の生徒 8 名に対しバイオバンク見学を実施 2016/6/7、国内. 
6. AMED （2 名）からの来訪に伴いバイオバンク見学を実施 2016/6/17、国内. 
7. 内閣官房健康･医療戦略室 （8 名）からの来訪に伴いバイオバンク見学を実施 2016/6/24、国内. 
8. オーダーメイド医療の実現プログラムの MC 講習会参加者 15 名に対しバイオバンク見学を実施 

2016/7/2、国内. 
9. 韓国 KBio NDDC （2 名）の来訪に伴いバイオバンク見学を実施 2016/7/8、海外. 
10. 東京大学医科学研究所の看護学修士 TR 看護学入門学生 5 名に対しバイオバンク見学を実施

2016/7/13、国内. 
11. 東京大学学生実習参加者 11 名に対しバイオバンク見学を実施 2016/8/5、国内. 
12. 上野学園中学校高等学校の生徒等 11 名に対しバイオバンク見学を実施 2016/8/19、国内. 
13. 宮城県仙台第二高等学校の生徒等 9 名に対しバイオバンク見学を実施 2016/9/8、国内. 
14. イスラエル国保健省より 3 名、 イスラエル大使館より 1 名の来訪に伴いバイオバンク見学を実施 

2016/9/13、海外. 
15. オーストラリアのニューキャッスル大学ロースクールの学生等 18 名に対しバイオバンク見学を実施

2016/9/26、海外. 
16. 文教大学心理カウンセリング実習の参加者 12 名と随行教諭 1 名に対しバイオバンク見学を実施
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2016/9/27、国内. 
17. 国立がんセンターJCOG 連携事務局（2 名）の来訪に伴いバイオバンク見学を実施 2016/9/28、国

内. 
18. 東京大学環境安全本部（2 名）東京大学医科学研究所の職員（4 名）に対しバイオバンク見学を実施

2016/9/28、国内. 
19. 東京大学メディカル情報生命専攻の病院実習の参加者 12 名に対しバイオバンク見学を実施 

2016/10/18、国内. 
20. 広島県高陽東高等学校の生徒等 7 名に対しバイオバンク見学を実施 2016/10/19、国内. 
21. 鳴門教育大学附属中学校の生徒等 7 名に対しバイオバンク見学を実施 2016/10/20、国内. 
22. 四日市市暁中学校の生徒等 10 名に対しバイオバンク見学を実施 2016/10/20、国内. 
23. 西東京市立田無第四中学校の生徒等 13 名に対しバイオバンク見学を実施 2016/10/28、国内. 
24. 東京大学メディカル情報生命専攻の病院実習の参加者 11 名に対しバイオバンク見学を実施 

2016/11/8、国内． 
25. 石見知翠館高等学校の生徒等 7 名に対しバイオバンク見学を実施 2016/11/17、国内. 
26. 秋田大学教育文化学部附属中学校の生徒等 4 名に対しバイオバンク見学を実施 2016/11/30、国内. 
27. 東京大学メディカル情報生命専攻の病院実習の参加者 11 名に対しバイオバンク見学を実施 

2016/12/13、国内. 
28. 韓国国家生命倫理政策研究院及び保健福祉部より 2 名の来訪に伴いバイオバンク見学を実施 

2016/12/15、海外． 
29. 東京大学メディカル情報生命専攻の病院実習の参加者 9 名に対しバイオバンク見学を実施 

2017/1/17、国内. 
30. 文部科学省より 4 名の来訪に伴いバイオバンク見学を実施 2017/1/23、国内. 
31. ガーナ保健局より 4 名の来訪に伴いバイオバンク見学を実施 2017/1/26、海外. 
32. JCCG 日本小児がん研究グループより 3 名と毎日新聞社より 1 名の来訪に伴いバイオバンク見学を

実施 2017/1/27、国内． 
33. フランスリヨン大学より 5 名の来訪に伴いバイオバンク見学を実施 2017/1/31、海外. 
34. 東京大学メディカル情報生命専攻の病院実習の参加者 10 名に対しバイオバンク見学を実施 

2017/2/7、国内. 
35. 日経新聞社より 1 名の来訪に伴いバイオバンク見学を実施 2017/2/22、国内. 
36. 庄内町余目中学の生徒等 19 名に対しバイオバンク見学を実施 2017/2/23、国内． 
37. 外部の実地調査員、倫理審査委員の希望者等 10 名の来訪に伴いバイオバンク見学を実施 2017/3/13、

国内． 
 
（４）特許出願 
該当なし 


